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 文責：経営学部教授　池田 信寛、水野 浩児

＜茨木市全体について＞

【過去３年における暮らし向きに関する分析】
　茨木市に住む人が３年前のくらしと比べて「良くなっている」と感じ
るかとの質問に、「変わらない」と答えた人が63%と最も多く、次い
で、「良くなった」と答えた人が31%おり、「悪くなっている」と答
えた人はわずか６%であった。景気が若干上向きになったことが影響し
ていると思われるが、半数以上が「変わらない」と答えていることから、
茨木市全域での景気回復にまでは至っていないと考えられる。
　この質問に答えた人の年齢別内訳は、以下のグラフと表の通りである。
表では「良くなった」「変化なし」「悪くなっている」それぞれ30歳
代から40歳代が一番回答数が多くなっているが、これは子育て世代か
つ働き盛りの層であり、景気の変化に最も反応が高いからであると考えられる。一方、20歳代の落ち込みが顕著であ
り、若者の購買力低下が危惧される。
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人／歳 ～９ 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～

良 く な っ た 0 85 25 124 65 8 0 0

変 化 な し 17 95 40 240 189 19 20 0

悪 く な っ た 3 7 4 19 18 5 0 0

　３年前のくらしと比べて「変化している」と実感した人の具体的な内容は、以下のグラフと表の通りであるが、買い
物の機会が増加した人がそうでない人に比べて５倍近くいる（225人に対して52人）。家族や自身の収入が増えた人
（185人）がそうでない人（104人）に比べて1.8倍であることや、買い物をする予算が増えた人（156人）がそうでな
い人（54人）に比べても2.9倍であるこ
とを考えると、その理由として、何らか
の企業努力が功を奏した結果なのか、あ
るいは、長引く不況での節約疲れの反動
なのかが考えられる。特に、買い物の予
算が増えた人よりも、買い物の機会が増
えた人の率が高いことを考えると、１回
の買い物に費やす金額は低いが、より多
くの買い物を楽しんでいると見て取れる。
　上の表を「３年前のくらしと比べて良
くなった、変化ない、悪くなった」の内
容で見てみると（次表）、「良くなっている」と答えた人は、買い物の予算も増加し、従って、買い物をする機会も増
えている。これは、理解できる結果である。一方、「変化なし」と答えた人
は、世帯の収入が増えた人と減った人がほぼ同数ずつおり、しかしながら、
買い物の予算を増やした人は、そうでない人の2.4倍いる。
　また、買い物の機会も増加した人がそうでない人に比べて3.6倍おり、暮
らしの変化はないものの、買い物の予算や機会が大幅に増えている。これは、
購買意欲の上昇を示している。「悪くなった」と答えた人は、世帯収入の減
少があり、結果的に、買い物の予算も機会もほとんど伸びていない。
　以上から言えることは、暮らし向きが良くなっている、および、悪くなっ
ている人は、買い物を増やしたり減らしたり自然な反応を示している。大半を占める「変化なし」の人は、暮らし向き
に変化がないのにも関わらず、買い物の予算と機会ともに増やしており、この層に向けた販売戦略の強化が求められる。

〈茨木に住む人が３年前のくらしと比べて「変化している」と実感した内容（人）〉

家族や自身の収入 買い物の際の予算 買い物する機会

増　　加 減　　少 増　　加 減　　少 増　　加 減　　少

良くなっている 128 10 49 8 133 18

変 化 な し 99 90 125 53 124 45

悪くなっている 5 29 14 10 6 3

　この表を男女別で整理してみると、次の表のようになる。

〈茨木に住む人が３年前のくらしと比べて「変化している」と実感した内容〉

家族や自身の収入 買い物をする際の予算 買い物する機会

増　　加 減　　少 増　　加 減　　少 増　　加 減　　少

男　　　性 41% 23% 28% 29% 25% 25%

女　　　性 59% 77% 72% 71% 75% 75%

　「家族や自身の収入の増減」は、ほぼ男女ともに実感しているが、他の項目では、女性が４分の３を占めている。こ
れは、家計の運用者に女性が多いこと、および、女性の方が金額の変動に敏感であることが理由として挙げられる。
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　この表を、年齢別で集計したものが下表である。

〈茨木に住む人が３年前のくらしと比べて「変化している」と実感した内容Ⅳ〉

歳
家族や自身の収入 買い物をする際の予算 買い物する機会

増　　加 減　　少 増　　加 減　　少 増　　加 減　　少
～９ 6（18%） 4（12%） 5（15%） 4（12%） 13（40%） 1（ 3%）
10～ 30（17%） 16（ 9%） 36（20%） 11（ 6%） 68（38%） 16（ 9%）
20～ 18（30%） 11（18%） 9（15%） 4（ 7%） 14（23%） 5（ 7%）
30～ 105（28%） 44（12%） 67（18%） 23（ 6%） 109（30%） 21（ 6%）
40～ 68（25%） 37（14%） 65（24%） 25（10%） 55（20%） 18（ 7%）
50～ 5（12%） 17（41%） 6（15%） 4（10%） 4（10%） 5（12%）

　９歳以下および10歳代は、収入や予算の伸びに比して、買い物の機会が顕著に増えて
いる。それまでの予算の中でより少ない金額でたくさん買い物をしたいという傾向に思
える。これに対して、20歳代は、収入が増えたにもかかわらず買い物の機会が振るわな
い。買い控えの傾向が見て取れる。30歳代は、収入の伸びとほぼ同率で買い物の機会が
増えており、収入の増加が、そのまま支出につながっていることと、子どものいる家庭
での支出が増えているものと思われる。40歳代は、30歳代とほぼ同じ傾向を表している
が、収入の増加ほど若干買い物の機会が伸びていない。以上の世代と対照的なのは50歳
代で、収入が減少したとする人が41%とかなり多く、結果的に買い物の機会は増えてお

らず、むしろ、減少傾向にある。収入源となった理由は不明である。

【今年したい贅沢に関する分析】
　ところで、茨木市全体では増加してい
る買い物予算額であるが、今年したい贅
沢を尋ねると、圧倒的に国内旅行（418人、
35%）が多く、次いでUSJやディズニーラ
ンドがそれぞれ、206人（17%）、206人
（17%））と続く。豪華な食事も含めると
近場で楽しみたいとする茨木市民は、1019
人（85%）に達しており、海外旅行の183
人（15%）を大きく引き離している。
　これを、今の暮らしが３年前より「良くなっている」「変わらない」「悪くなっている」と答えた人別に集計したも
のが、以下のグラフと表である。絶対数に違いがあるものの、内訳を見ると、国内旅行をしたい人が圧倒的に多く、次
いで、ディズニーランドやUSJなどのテーマパークがつづく。
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　なお、買い物の機会の増減による「今年したい贅沢」の内訳は、以下のようである。

　「買い物の機会が増加」した人も「買い物の機会が減少」した人も、国内旅行を一番に挙げ、次いで、ディズニーラ
ンドが続く。興味深いのは、「買い物の機会が減少」した人は、他の項目では、それほどの消費意欲が沸かないものも、
観劇やコンサートには食指を動かしていることから、手軽な贅沢に目を向けているようである。これに対し、「買い物
の機会が増加」した人の場合、USJ、豪華な食事、海外旅行にも比較的高い関心を示している。収入の増加が、さまざ
まな娯楽への出費を後押ししていると考えられる。

　さらに、年齢別に集計し、考察してみよう。

〈茨木市に住む人がしたい贅沢（年齢別（人））〉

国内旅行 海外旅行 ディズニー
ラ ン ド U S J 豪 華 な

食 事 映 画 車の購入 読 書 商店街で
買 物

劇 場 ・
コンサート

デパート
で 買 物

～９ 11 6 12 6 8

10～ 61 59 78 47 45

20～ 35 17 20 13 19

30～ 210 78 84 82 74

40～ 153 53 59 66 63

50～ 7 4 4 5 6

60～ 13 6 4 8

70～ 2 1 2 1 1

　９歳以下では、ディズニーランドと、それに次いで国内旅行が多く支持されている。10歳代になると、ディズニー
ランドも高い支持を集めているが、その他の国内旅行や海外旅行、豪華な食事や映画も負けず劣らず指示されている。
20歳代から40歳代にかけては、国内旅行が抜きん出て多く、働き盛り世代の比較的手軽な気分転換ないしは贅沢とし
て認知されているようだ。50歳代以降も国内旅行の人気は高いが、読書や観劇・コンサートなどの項目が入っている
のが特徴である。
　以上の表を男女別に集計してみる。
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　男女ともに国内旅行を挙げた人がもっとも多く、男性では２位と３位の海外旅行と豪華な食事の２倍以上の支持を
得ている。女性でも国内旅行を挙げた人がもっとも多く、２位と３位のディズニーランドとUSJの1.7倍弱の支持を得
ている。興味深いのは、男性の２位と３位が女性の２位と３位の中身が異なることである。女性に人気のディズニーラ
ンドやUSJは、男性では比較的支持が弱いのに対して、男性では海外旅行と豪華な食事が支持を集めている。とは言え、
国内外を問わず旅行が支持されているのと同時に、ディズニーランドやUSJのようなテーマパークの支持も多い。これ
らの共通しているのは「非日常体験」であり、気分転換への欲求が高いと言える。また、豪華な食事は、旅行やテーマ
パークほどお金がかからず、比較的手頃な気分転換といえよう。いずれに
しても、現実を忘れ、ひとときの非日常の中に贅沢を感じると考えられる。
　ところで、冒頭で述べたように、茨木市民のくらしが３年前と比べて、
「変わらない」と答えた人が63%と最も多く、次いで、「良くなった」
と答えた人が31%、「悪くなっている」と答えた人はわずか６%であった。
そして、回答者全員に、「地元でちょっと贅沢をしたいときに選ぶお店」
を尋ねたところ、寿司が最も多く、以降、ほぼ、洋食・和食・居酒屋・洋
服屋・映画館・カラオケの順に並んでいる。
　その内訳を見ると、興味深いのは、「良くなっている」および「悪く
なった」と答えた人は、「寿司」の半数ほどが「洋食」と答えているのに対し、「変わらない」と答えた人は、「寿
司」も「洋食」も、ほぼ同人数いたことである。この数字が意味するところは寿司も洋食も贅沢品であるが、「良く
なっている」「悪くなった」人においては、寿司が大きく優先されており、より贅沢感が高いと感じていると思われる。

　さらに年齢層により細かく見てみたのが次表である。

　全世代で、寿司が圧倒的に支持を受けていることが分かるが、９歳以下と10歳代は、他の横目と比べると寿司と洋
食が人気である。興味深いのは、10歳代では、どの項目にも人気があり（和食・居酒屋・洋服屋を除く）、好奇心旺
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盛な世代と感じられる。一方、20歳代以降になると、映画館・カラオケ・雑貨屋などの選択肢がなくなり、主に、寿
司・洋食・和食・居酒屋などの飲食への支持が高くなる。その理由は不明である。

　これを男女別に見たものが、下表である。両者とも居酒屋が他を引き離して最も人気があるが、男性では映画館、女
性では洋服屋の項目があるのが特徴である。

　これらのお店に加えて、地元の茨木市に欲しいお店を尋ねたところ、カフェが255人（29%）と最も多く、ほぼ同数
でパン屋が234人（26%）、そして、ケーキ屋が152人（17%）続く。この３つは「お洒落」というキーワードで括る
ことができる。茨木市民は、もっとお洒落な飲食店を望む人が多く、これは飲食に限らず言えることかも知れない。特
に、北摂地域は品が良いと評価されている地域であり、お洒落な街づくりや商品づくりが期待される。なお、ファミ
リーレストランを希望する人が122人（14%）、ファストフード店が121人（14%）となっている。

【買い物などの情報収集方法についての分析】
　買い物や食事などの情報を、茨木市民はどうやって入手しているか調べると、スマートフォンが538人（44%）と最
も多く、パソコンやタブレットが293人（24%）とこれに次ぐ。これらデジタル電子通信媒体から情報を得ている茨
木市民は、67%に達し、ICT時代を如実に表している。一方、アナログな友人・知人が177人（14%）、地域情報誌が
119人（10%）、店舗・店頭が108人（９%）に上り、従来型の情報収集も依然として力があると言える。なお、デジ
タル電子通信機器などを使用した情報入手の経路は、次の表のようである。



Institute  of  Venture  Business  Research  Newsletter    vol.16

7

　これの内訳を年齢別にまとめ整理したものが次の表である。

　すべての世代で、スマートホンの利用者が非常に高くなっている。これに加え、10歳代、30～40歳代では、パソコ
ン（PC）やタブレットの利用も高くなっている。テレビ・ラジオや新聞広告、および、地域情報誌や店舗・店頭での
情報も無視できない利用者がいるが、ほとんどの世代で顕著なのは、友人・知人からの、いわゆる口コミの利用者がか
なり多い。マスメディアから得られる情報も利用するが、より信憑性の高い口コミでの情報収集が好まれている結果で
ある。

　さらに細かく、年齢別および男女別で集計してみる。

〈買い物や食事などの情報収集に使う手段
 ～ スマホ（年齢・男女別（人））〉

〈買い物や食事などの情報収集に使う手段
 ～ PC・タブレット（年齢・男女別（人））〉

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
男 28 15 74 52 0 男 22 4 44 47 6
女 69 47 204 124 0 女 39 6 85 73 3

〈買い物や食事などの情報収集に使う手段
 ～ テレビ･ラジオ（年齢・男女別（人））〉

〈買い物や食事などの情報収集に使う手段
 ～ 新聞広告（年齢・男女別（人））〉

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
男 12 1 5 4 0 男 10 2 9 10 1
女 29 7 21 12 1 女 18 3 22 32 4

〈買い物や食事などの情報収集に使う手段
 ～ 友人・知人（年齢・男女別（人））〉

〈買い物や食事などの情報収集に使う手段
 ～ 地域情報誌（年齢・男女別（人））〉

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
男 18 2 9 10 0 男 3 0 15 12 1
女 36 10 53 50 1 女 10 7 41 34 1

〈買い物や食事などの情報収集に使う手段
 ～ 店舗・店頭（年齢・男女別（人））〉

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
男 7 1 5 7 0
女 27 6 37 18 3
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　総じて男女とも30歳代から40歳代がもっとも多く、その中で
もスマホによる情報収集が目に留まる。興味深いのが、10歳代
の男女で、テレビ・ラジオや店舗・店頭での情報収集も多い。総
数で言えば、スマホやPC・タブレットによる情報収集が多いが、
とは言え、他の情報収集手段も無視できるほど少ないわけではな
い。情報収集手段が多岐にわたっていることに鑑みると、複数の
メディアを通じて情報を伝える必要があると考えられる。

　さて、スマホやPC・タブレットの利用に際して、どのような
サービスを利用しているのか、それを調べたのが以下の表である。

　このデータを、年齢別に細かく
見てみると、20歳代まではライン
（LINE）の利用者が圧倒的に多く、
その半数以下が公式ホームページを
閲覧し参考にしている。30歳代以降
は、20歳代までと異なり、公式ホー
ムページの利用者が多いが、30歳
代と50歳代は、ライン（LINE）の
利用者も公式ホームページ利用者同
様の人数がいる。30歳代までと50
歳代ではライン（LINE）の利用者が
多いことから、口コミを信頼してい
ることがうかがえる。また、フェイ
スブックとツィッターであるが、10歳代まではツイッターの利用者が多いが、20歳代になると両者の利用者が拮抗し、
それ以降の年代は、フェイスブックの利用が増えている。このことは、ターゲットの年齢によって、フェイスブックに
するかツィッターにするかを区別する必要があることが分かる。

　男女別に見ると次のグラフと表のようになる。
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　男女ともに公式ホームページの利用が跳びぬけて高いが、女性の場合はこれにライン（LINE）が加わる。女性の場合、
友人・知人からの口コミも情報収集源として力を持っていると思われる。

＜居住地域別の傾向＞

　以上、一通り見てきたが、これらのデータを、茨木市民をJR茨木利用者と阪急茨木市駅周辺住民とに分けて見てみる
と、以下のようになる。

▶JR茨木側に住む人が３年前のくらしと比べて良く
なっていると感じているかとの質問へは、「変わら
ない」が64%と最も多く、引き続いて「良くなって
いる」が32%、「悪くなっている」がわずか４%と
なった。全体の割合とほぼ同率になっている。JR茨
木周辺の住民の内、３分の１は景気回復の恩恵を受
けていると考えられるが、全般への波及はまだまだ
だと言える。
　これらの人が３年前のくらしと比べ
て「変化している」と実感する具体
的な内容であるが、「家族や自身の
収入の増加」が89人に対し「減少」
が49人であり、また、さらに、「買
い物をする際の予算の増加」が78人
に対し、「減少」が25人となってい
る。「買い物をする機会の増加」は、
「増加」が116人に対し「減少」が
26人、これは、一世帯の収入の増加
に伴い、買い物の予算が増加し、結果
として、買い物に出る機会が上昇した
と考えられる。

　買い物をする機会が増えたJR茨木側の住民が今年したい贅沢を尋ねると以下のような内訳になった。これによれば、
圧倒的に国内旅行が多く、近場で楽しもうとする人が多いことが分かる。特に、ディズニーランドやUSJを選ぶ人も国
内旅行に含めると64%強の人が国内での娯楽を望んでおり、これに「豪華な食事」「観劇やコンサート」を含めると、
全体の84%の人が手軽な楽しみで満足を得ようとしているのが分かる。
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　では、贅沢の範囲を地元に絞ると、JR茨木側の住民がちょっとした贅沢として挙げた内容をまとめたのが、次のグラ
フと表である。
　茨木市民全体の場合と同様に、お寿司（192
人）・洋食（145人）が最も多く、次いで、和食
（58人）・洋服屋（55人）・居酒屋（44人）と
続く。食事関係が大半を占めている。これらは、
既存の買い物であるが、茨木市になく今後欲し
いお店として、パン屋（132人）とカフェ（128
人）と圧倒的に多く、やはり食事関係だがお洒落
さを求めていると考えられる。ついで、ケーキ屋
が92人となり、これもお洒落さを求める一端が現
れている。ファミレスやファストフードは、それ
ぞれ、59人と56人であり、以上すべてが飲食関
係で占められている。ファミレスやファストフー
ドに関しては、既にいくつかの店舗があるので人
数が少なくなったと考えられるが、もっと種類が
欲しいのかも知れない。
　JR茨木側に住むこれらの人が、買い物や食事な
どの情報をどう集めているか尋ねた結果、スマホ
が圧倒的に多く（260人、41%）、次いで、パソ
コンやタブレット（164人、26%）となり、イン
ターネットやアプリなどを通じて電子機器から情
報を得ている人は、68%と多数を占めている。そ
の他は、友人・知人（88人、14%）、新聞広告
（57人、９%）、地域情報誌（56人、９%）と
なり、まだまだ無視できない数である。これらスマホやパソコン、タブレット利用者が利用しているサービスは、公
式ホームページ（559人、40%）が最も多く、ほぼ同率でライン
（LINE）が続く（513人、37%）。他のフェイスブックやツィッ
ター、ブログは、それぞれ173人（12%）、97人（７%）、58人
（４%）とかなり低い数字となっている。

▶一方、阪急茨木市側に住む人が３年前のくらしと比べて良く
なっていると感じているかとの質問へは、「変わらない」が63%
と最も多く、引き続いて「良くなっている」が30%、「悪くなっ
ている」が７%となった。茨木市全体での割合とほぼ同率になっ
ている。阪急茨木市駅周辺の住民の内、JR茨木駅側住民同様、３
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分の１は景気回復の恩恵を受けている
と考えられるが、全般への波及はまだ
まだだと言える。

　これらの人が３年前のくらしと比べ
て「変化している」と実感する具体的
な内容であるが、「家族や自身の収
入の増加」が96人に対し「減少」が
55人であり、また、「買い物をする
機会の増加」が109人に対し「減少」
が26人、さらに、「買い物をする際
の予算の増加」が78人に対し、「減
少」が29人となっている。これは、
一世帯の収入の増加に伴い、買い物の予算が増加し、結果として、買い物に出る機会が上昇したと考えられる。

　買い物をする機会が増えた阪急茨木市駅側の住民が、今年したい贅沢を尋ねると以下のような内訳になった。

　これによれば、圧倒的に国内旅行が多く、近場で楽しもうとする人が多いことが分かる。JR茨木駅側に住む茨木市民
と比べると、ディズニーランドを挙げる人は107人であるのに対してUSJを挙げる人がいなかった。また、JR茨木駅側
の住民にはなかった「車の購入」を挙げる人が見られたことである。これは、JR茨木駅側の住民に比して、購買力にゆ
とりがある証拠といえよう。海外旅行以外の贅沢の総計が485人となり、国内での消費を挙げる人は全体の85%に上り、
手軽な楽しみで満足を得ようとしているのが分かる。

　では、贅沢の範囲を地元に絞ると、阪急茨木市駅側の住民がちょっとした贅沢として挙げたもの、および、今後欲し
いお店をまとめたのが、次のグラフと表である。
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　茨木市民全体の場合と同様に、お寿司（205人）・洋食（123人）が最も多く、次いで、和食（78人）・居酒屋（56
人）・洋服屋（53人）と続く。食事関係で占められている。これらは、既存の買い物であるが、茨木市になく今後欲
しいお店として、カフェ（127人）とパン屋（102人）を上げる人が圧倒的に多いが、カフェとパン屋の順番はJR茨
木駅側の住民の場合と逆である。よりお洒落さを求めているのが、阪急茨木市駅側の住民に多いと言えよう。ついで、
ケーキ屋が92人となり、これもお洒落さを求める一端が現れている。ファストフードとファミレスは、それぞれ65人
と63人であり、また、ケーキ屋が60人であることを考えると、JR茨木市駅側の住民と比べ、ファストフードとファミ
レスを求む声がケーキ屋よりも若干多いと言えるだろう。これは、阪急茨木市駅側にはJR茨木駅側に比べて庶民的な店
が少ないということを示している。

　阪急茨木市駅側の住民が、買い物や食事などの情報をどう集めているか尋ねた結果、スマホが圧倒的に多く（278人、
45%）、次いで、パソコンやタブレット（129人、21%）となり、インターネットやアプリなどを通じて電子機器から
情報を得ている人は、66%と多数を占めている。その他は、友人・知人（89人、14%）、地域情報誌（63人、10%）、
新聞広告（58人、９%）となり、まだまだ無視できない数である。これらスマホやパソコン、タブレット利用者が利
用しているサービスは、公式ホームページ（232人、40%）が最も多く、ほぼ同率でライン（LINE）が続く（210人、
37%）。他のフェイスブックやツィッター、ブログは、それぞれ65人（11%）、41人（７%）、26人（５%）とかな
り低い数字となっている。

 （以上）
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学生によるビジネスプランの作成と発表の場として毎年「追大学生ビジネスプランコンテスト」を実施しています。
そのプレコンテストとして始まりました「追手門グッズコンテスト」も今年で３回目を迎えました。
今回は追手門学院の知名度向上に寄与するグッズ、およびその活用方法のアイデアといったテーマに沿って募集いた
しましたところ、本学院大手前高校からの応募も含めて43組がエントリー。７月16日㈯に２次審査として「グッズプ
ラン発表会」を実施し、１次審査で選抜された20組がプレゼンテーションを行いました。
グッズのアイデアだけでなく商品化に向けたグッズの価値や宣伝効果、実現可能性・プレゼンテーション能力など
も評価の対象となり、最優秀賞（１組）には「カバン、かけれるもん（バッグハンガー）｣（延原由夏・桝　知世：経
営学部３年）、優秀賞（２組）には「追救セット（救急セット）｣（森本悠介・浜田真希・清水春那：経営学部３年）
と「おうてもんイイネ！（クッキー）｣（吉田愛祐美・武井菜実：経営学部３年）、奨励賞（４組）には「Sandwich 
books（しおり）｣（大野露葉・川畑明香・榎本大輝・福田稜：経営学部２年）｢たべるもん！おうてもん♪（ver,ビス
コ）｣（吉田裕哉：経営学部１年）｢おてもと　がくいん（割りばし）｣（久保樹実・小石真世・佐伯はるひ：経営学部
３年）｢走れ！おうてもんくん（ラッピングカー）｣（大谷玲央菜・片岡芳朋・八ツ本稔：経営学部２年）が受賞しました。

発表会の模様

商品化されたグッズ

絆創膏

マグネットしおり

割りばし
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①　 2017年度ベンチャービジネス研究所活動に参加して頂ける教員（所員・
研究員）を募集しております。ベンチャービジネスや事業承継について研
究、出版にご参加ください。

②　学生研究会会員募集
　　 　ビジネスプラン・プレゼンテーション・ホームページ・アプリなどに興
味のある学生研究会メンバーを募集しています。先生方からも学生にお伝
えください。

20162016年度ベンチャービジネス研究所　所長・副所長・所員・研究員・顧問一覧年度ベンチャービジネス研究所　所長・副所長・所員・研究員・顧問一覧

役　　職 氏　　名 所　　属　　等 役　　職 氏　　名 所　　属　　等

所 長 水野　浩児 経営学部教授 研 究 員 金川　智恵 経営学部教授

副 所 長 村上　喜郁 経営学部准教授 研 究 員 中野　統英 経営学部准教授

所 員 池田　信寛 経営学部教授 研 究 員 朴　　修賢 経営学部准教授

所 員 石盛　真徳 経営学部　准教授 研 究 員 原田　　章 経営学部教授

所 員 稲葉　　哲 地域創造学部専任講師 研 究 員 宮宇地俊岳 経営学部准教授

所 員 岡崎　利美 経営学部准教授 研 究 員 梶原　　晃 久留米大学商学部教授

所 員 杤尾　安伸 経営学部准教授 研 究 員 田淵　正信 客員教授・公認会計士・税理士

所 員 長岡　千賀 経営学部准教授 顧 問 合田　順一 茨木商工会議所会頭

所 員 葉山　幹恭 地域創造学部専任講師 顧 問 牧　美喜男 本学元客員教授

所 員 宮﨑　崇将 経営学部専任講師 顧 問 西岡　健夫 追手門学院大学名誉教授

所 員 八木　俊輔 経営学部教授 顧 問 藤田　　正 府立大阪女子大学名誉教授

所 員 山下　克之 経営学部教授 事 務 局 宮下　知子

所 員 李　　　建 経営学部教授
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